
30

ＮＥＷＳ

一
般
社
団
法
人
日
本
人
形
協
会　
全
国
理
事
会

令
和
３
年
５
月
27
日
㈭　
東
京
・
上
野

　

一
般
社
団
法
人
日
本
人
形
協
会

（
金
林
健
史
会
長
／
加
盟
３
０
４

社
）
は
、
５
月
27
日
㈭
、
東
京
都
台

東
区
に
あ
る
東
天
紅
上
野
店
に
て
、

全
国
理
事
会
を
開
催
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

拡
大
し
、
政
府
か
ら
緊
急
事
態
宣
言

が
発
出
さ
れ
る
な
か
で
の
会
合
と
な

っ
た
た
め
、
今
回
は
ウ
ェ
ブ
会
議
ツ

ー
ル
の
ズ
ー
ム
を
導
入
し
た
初
の
全

国
理
事
会
と
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
本
年
４
月
に
事
務
局
長
に

就
任
し
た
小
菅
章
次
氏
よ
り
、
現
在

の
理
事
数
33
名
の
う
ち
、
理
事
会
の

出
席
者
が
24
名
（
監
事
１
名
と
事
務

局
長
含
む
）
で
、
定
款
第
33
条
の
定

足
数
に
達
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ

っ
た
。

　

続
い
て
金
林
健
史
会
長
が
挨
拶
し
、

次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

 　
「
本
日
は
ご
出
席
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
理
事
会
が
な
か
な
か
開
催
で
き

な
い
状
況
で
し
た
が
、
今
回
は
新
た

な
試
み
と
し
て
ウ
ェ
ブ
会
議
を
導
入

し
、
リ
モ
ー
ト
と
会
場
を
使
っ
た
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
業
界
に
お
い
て
は
、

五
月
商
戦
の
終
盤
で
緊
急
事
態
宣
言

が
発
出
さ
れ
た
地
域
も
あ
り
、
百
貨

店
が
閉
ま
る
な
ど
、
影
響
を
受
け
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
協
会
と

し
て
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
何
か
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強
い
で
す
。

啓
蒙
や
宣
伝
活
動
を
含
め
、
何
を
し

て
い
く
べ
き
か
を
考
え
る
機
会
に
し

た
い
。
ま
た
皆
さ
ん
か
ら
率
直
な
ご

意
見
を
い
た
だ
き
た
い
」。

　

山
田
德
兵
衞
専
務
理
事
が
進
行
役

と
な
り
、
議
案
の
審
議
に
入
っ
た
。

【
第
１
号
議
案 

】

今
期
の
収
支
見
込
み

　

長
谷
川
公
章
財
務
委
員
長
よ
り
、

次
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
「
今
年
度
の
収
入
合
計
は
４
千
９

百
54
万
１
４
２
０
円
、
支
出
合
計
は

４
千
９
百
47
万
８
０
０
円
で
収
支
差

額
は
プ
ラ
ス
７
万
６
２
０
円
と
な
る

見
込
み
。『
に
ん
ぎ
ょ
う
日
本
』
の

広
告
収
入
が
マ
イ
ナ
ス
２
百
96
万
３

千
円
。
そ
の
他
の
事
業
収
入
が
マ
イ

ナ
ス
１
８
０
万
円
と
、
減
収
が
大
き

く
目
立
っ
た
部
分
が
あ
る
が
、
支
出

も
削
減
の
方
向
で
努
力
を
し
た
た
め
、

収
支
は
微
増
と
な
る
見
込
み
だ
」。

　

小
菅
事
務
局
長
か
ら
、「
減
収
が

目
立
っ
た
部
分
も
あ
る
が
、
証
紙
収

入
が
プ
ラ
ス
で
、
包
装
紙
や
お
手
入

れ
セ
ッ
ト
等
の
物
販
が
順
調
な
た
め

36
万
円
の
増
収
と
な
っ
て
い
る
」
と

の
補
足
が
あ
っ
た
。

【
第
２
号
議
案
】

各
委
員
会
の
報
告
及
び
審
議
事
項

▪
消
費
者
保
護
委
員
会

　

山
田
德
兵
衞
委
員
長
か
ら
の
報
告

内
容
は
次
の
通
り
。

　
「
昨
年
夏
に
使
用
禁
止
用
語
・
使

用
制
限
用
語
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
。

会
議
が
な
か
な
か
で
き
な
い
状
況
だ

が
、
ウ
ェ
ブ
会
議
等
を
活
用
し
て
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
」。

▪
節
句
人
形
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
資
格
審

査
委
員
会

　

吉
田
哲
也
委
員
長
よ
り
、
10
月
５

日
㈫
に
東
京
会
場
に
て
節
句
人
形
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
試
験
を
実
施
す
る
予
定

と
の
発
表
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
コ

ロ
ナ
の
状
況
次
第
で
中
止
の
可
能
性

も
あ
る
。
今
年
度
は
東
京
会
場
で
あ

る
た
め
、
他
地
区
で
の
試
験
も
可
能

と
な
っ
て
い
る
。
希
望
が
あ
る
支
部

は
、
事
務
局
へ
で
き
る
だ
け
早
く
申

し
出
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
要
望
が

あ
っ
た
。

　

ま
た
更
新
事
業
に
つ
い
て
は
今
年

も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
結

果
を
「
に
ん
ぎ
ょ
う
日
本
」
に
掲
載

し
た
い
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
内
容
は
６
月
７
日
㈪
に
開
催

す
る
ウ
ェ
ブ
会
議
で
詰
め
る
。
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▪
広
報
委
員
会

　

河
原
雅
人
委
員
長
は
理
事
で
は
な

い
た
め
、
代
理
を
務
め
た
戸
塚
大
介

理
事
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
で
理
事
会
が
開
催
さ

れ
な
か
っ
た
た
め
、
報
告
が
遅
く
な

っ
た
が
、
12
月
に
金
林
会
長
、
監
事

の
倉
片
順
司
氏
と
河
原
委
員
長
と
戸

塚
で
ウ
ェ
ブ
会
議
を
実
施
し
、
今
期

は
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
す
る
こ

と
が
決
定
し
た
。
10
年
前
に
も
協
会

と
し
て
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
。
消
費

者
の
生
の
声
や
姿
が
見
え
、
今
後
の

購
入
者
へ
の
訴
求
を
高
め
る
の
が
目

的
。
消
費
者
に
節
句
を
祝
っ
て
も
ら

い
、
薄
れ
つ
つ
あ
る
節
句
文
化
を
啓

蒙
し
た
い
と
い
う
狙
い
も
あ
る
。
コ

ロ
ナ
禍
で
日
本
古
来
か
ら
続
く
、
厄

除
け
の
た
め
の
節
句
文
化
を
見
直
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

　

写
真
の
応
募
期
間
は
、
昨
年
１
月

か
ら
５
月
の
節
句
後
ま
で
。
資
料
に

あ
る
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
と
と
も
に
三

月
・
五
月
合
同
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、

消
費
者
の
周
知
に
努
め
た
。
プ
レ
ス

リ
リ
ー
ス
は
2
月
頃
に
約
５
０
０
社

に
配
信
。
雛
人
形
は
71
サ
イ
ト
で
、

五
月
人
形
は
55
サ
イ
ト
に
て
掲
載
し

て
い
た
だ
い
た
（
販
売
店
含
む
）。

同
じ
頃
に
会
員
各
社
に
チ
ラ
シ
を
配

布
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
『
こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
、
雛
人
形
・

五
月
人
形
を
家
で
飾
ろ
う
』
と
い
う

時
代
に
合
わ
せ
た
テ
ー
マ
に
設
定
し
、

募
集
し
た
。
三
月
、
五
月
そ
れ
ぞ
れ

10
名
を
選
考
し
、
賞
品
（
ク
オ
カ
ー

ド
１
０
０
０
円
）
を
配
布
し
た
。
応

募
方
法
に
つ
い
て
、
今
回
は
す
べ
て

デ
ー
タ
の
送
付
と
し
て
、
郵
送
で
の

や
り
取
り
は
効
率
を
図
る
た
め
に
な

く
し
た
。

　

雛
人
形
は
す
で
に
選
考
が
終
了
し
、

賞
品
も
送
付
済
み
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
は
７
月
上
旬
を
目
指
し
て

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
選
考
し
た

写
真
に
つ
い
て
は
今
後
も
使
わ
せ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
同
意
書
を
作

成
し
入
選
者
か
ら
返
送
い
た
だ
い
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

　

雛
祭
り
コ
ン
テ
ス
ト
は
１
５
８
件

の
応
募
が
あ
っ
た
。
子
ど
も
の
日
は

１
４
９
件
で
合
計
３
０
７
件
で
、
今

後
活
動
す
る
上
で
必
要
な
写
真
は
十

分
集
ま
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
」
と

戸
塚
氏
は
報
告
。
最
後
に
経
費
等
に

つ
い
て
「
広
報
委
員
会
の
年
間
活
動

費
４
０
０
万
円
内
に
納
め
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
の
報
告
が
さ
れ
た
。　

▪
編
集
委
員
会

　

暑
中
見
舞
い
の
広
告
出
稿
の
依
頼

と
、
各
支
部
で
順
番
制
と
な
っ
て
い

る
表
紙
広
告
の
出
稿
に
つ
い
て
、
協

力
を
お
願
い
し
た
い
旨
の
発
言
が
あ

っ
た
。
ま
た
展
示
会
の
シ
ー
ズ
ン
と

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
昨
年
は
取
材

に
行
け
な
か
っ
た
が
今
年
は
各
地
に

赴
く
旨
が
報
告
さ
れ
た
。

　

片
岡
恭
一
編
集
委
員
長
よ
り
、
昨

年
６
月
に
入
局
し
た
編
集
ス
タ
ッ
フ

が
紹
介
さ
れ
、
挨
拶
を
し
た
。

　

最
後
に
、
編
集
会
議
も
現
在
、
会

議
室
と
リ
モ
ー
ト
を
併
用
し
た
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
実
施
し
て
い
る
こ

と
を
報
告
。
全
国
各
地
か
ら
ウ
ェ
ブ

会
議
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
た
。

　
▪
節
句
人
形
工
芸
士
委
員
会

　

松
崎
光
正
委
員
長
よ
り
、
次
の
よ

う
な
報
告
が
あ
っ
た
。

「
昨
年
は
節
句
人
形
工
芸
士
展
の
開

催
年
に
は
該
当
し
な
か
っ
た
た
め
、

目
立
っ
た
活
動
は
な
か
っ
た
が
、
今

年
は
工
芸
士
展
が
開
催
さ
れ
る
年
に

当
た
る
た
め
、
そ
れ
に
向
け
て
準
備

を
進
め
た
い
と
こ
ろ
。
開
催
方
法
も

含
め
て
検
討
中
で
、
リ
モ
ー
ト
等
で

皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
っ
て
一
か
ら
考

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
今
期
は
名
古
屋
で
名
古
屋
節
句

飾
が
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
た
。

東
京
で
も
江
戸
押
絵
と
し
て
羽
子
板

が
伝
統
的
工
芸
品
の
指
定
を
受
け
た
。

伝
統
工
芸
士
の
数
が
増
え
て
い
る
と

思
う
。
協
会
独
自
の
『
節
句
人
形
工
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理
事
会
出
席
者

◆
会
場
出
席
（
理
事
10
名
）

東
　
京金

林
健
史
・
山
田
德
兵
衞

片
岡
恭
一
・
河
原
義
久

美
濃
村
和
男
・
松
崎
光
正

長
谷
川
公
章
・
鈴
木
順
一
朗

埼
　
玉関

口
典
宏

九
　
州青

木
資
行

◆
リ
モ
ー
ト
出
席
（
理
事
12
名
）

北
海
道小

川
良
吉

東
　
北阿

部
龍
太

北
　
陸高

田
知
木

埼
　
玉山

田
一
徳
・
吉
田
哲
也

戸
塚
大
介

大
　
阪増

村
和
行
・
又
吉
康
隆

中
　
国徳

永
深
二
・
村
上
正
弘

渡
辺
要
市
・
髙
谷
昌
弘

事
務
局
　
小
菅
章
次　

監
　
事
　
倉
片
順
司（
会
場
出
席
）

順
不
同
・
敬
称
略

計
24
名（
内
監
事
1
名
）

芸
士
』
と
の
整
合
性
を
一
度
考
え
直

さ
な
い
と
い
け
な
い
時
期
に
き
て
い

る
。
今
後
審
議
し
て
い
き
た
い
」。

▪
特
別
委
員
会

（
一
般
社
団
法
人
日
本
の
節
句
文
化

を
継
承
す
る
会
）

　

徳
永
深
二
会
長
か
ら
、
令
和
２
年

度
か
ら
令
和
３
年
度
に
か
け
て
の
主

な
活
動
内
容
が
資
料
に
基
づ
い
て
報

告
さ
れ
た
。

　
「
令
和
２
年
10
月
、
文
部
科
学
省

が
国
指
定
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

の
拡
充
と
見
直
し
を
す
る
と
の
報
道

を
受
け
て
、
萩
生
田
光
一
文
部
科
学

大
臣
宛
の
嘆
願
書
を
作
成
。
同
年
12

月
に
は
、
日
本
の
節
句
文
化
を
継
承

す
る
議
員
連
盟
、
文
化
庁
の
担
当
部

署
、
当
会
理
事
と
の
懇
談
会
を
開
催

し
た
。
12
月
22
日
に
萩
生
田
文
部
科

学
大
臣
に
嘆
願
書
を
提
出
。
議
員
連

盟
か
ら
も
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
。

　

今
年
２
月
に
は
、
参
議
院
議
長
公

邸
に
て
山
東
昭
子
議
長
に
嘆
願
書
を

提
出
。
３
月
に
は
、
元
ユ
ネ
ス
コ
事

務
局
長
の
松
浦
晃
一
郎
氏
と
面
会
。

ユ
ネ
ス
コ
登
録
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

頂
く
。
さ
ら
に
衆
議
院
議
長
公
邸
に
、

大
島
理
森
議
長
に
嘆
願
書
を
提
出
し

た
。
４
月
に
、
国
指
定
の
重
要
指
定

無
形
民
俗
文
化
財
の
拡
充
案
が
国
会

で
可
決
さ
れ
た
た
め
、
今
後
も
指
定

に
向
け
て
積
極
的
に
動
い
て
い
く
予

定
。
ユ
ネ
ス
コ
登
録
の
活
動
を
全
国

規
模
に
拡
充
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

日
本
博
『
節
句
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
』
を
機

に
作
成
さ
れ
た
五
節
句
ア
ニ
メ
動
画

も
活
用
し
な
が
、
活
動
を
進
め
て
い

く
」
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　【
第
3
号
議
案
】

各
支
部
の
報
告
・
提
案
に
つ
い
て

・
北
海
道
支
部　

小
川
支
部
長
よ
り

　
「
今
年
、
雪
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

る
と
し
た
ら
、
協
会
か
ら
協
賛
金
は

出
し
て
い
た
だ
け
る
か
」
と
の
質
問

が
あ
り
、
金
林
会
長
か
ら
「
来
季
の

予
算
を
組
む
際
に
検
討
す
る
」
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。

・
九
州
支
部　

青
木
支
部
長
よ
り

　

自
然
災
害
に
お
け
る
会
員
販
売
店

の
被
害
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

会
員
が
被
災
に
あ
っ
た
場
合
の
災
害

見
舞
金
の
規
程
に
つ
い
て
質
問
が
あ

っ
た
。
金
林
会
長
は
「
会
員
に
対
す

る
見
舞
金
の
規
程
は
な
い
が
、
こ
れ

ま
で
東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
の

際
、
支
給
し
て
き
た
。
明
ら
か
な
被

害
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
会
長
と
専

務
理
事
の
判
断
に
お
い
て
見
舞
金
支

給
の
有
無
を
決
定
し
て
い
る
こ
と
も

あ
る
が
、
都
度
理
事
会
で
審
議
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
」。

【
そ
の
他
】

　

資
料
と
し
て
配
布
さ
れ
た
「
お
客

様
と
の
継
続
的
な
関
係
構
築
の
た
め

に
『
未
来
へ
贈
る
手
紙
』（
案
）」
に

つ
い
て
小
菅
事
務
局
長
よ
り
「
節
句

人
形
ご
購
入
の
お
客
様
へ
の
『
未
来

へ
贈
る
手
紙
（
案
）』
を
祖
父
母
か

ら
お
孫
さ
ん
の
元
へ
“
５
年
後
”
に

届
く
シ
ス
テ
ム
を
ノ
ベ
ル
テ
ィ
と
し

て
検
討
し
て
い
る
。
お
客
様
と
の
関

係
を
継
続
さ
せ
つ
つ
５
年
後
の
ラ
ン

ド
セ
ル
商
戦
に
向
け
て
種
ま
き
に
も

な
る
」
等
と
説
明
が
あ
っ
た
後
、
ラ

ン
ド
セ
ル
を
小
売
り
し
て
い
る
販
売

店
に
意
見
を
求
め
た
。
会
場
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
、
広
報
委
員

会
で
扱
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
出
席
者
全
員
か
ら
今
シ

ー
ズ
ン
の
傾
向
や
次
期
に
つ
い
て
話

が
あ
り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ

た
。

　

全
国
理
事
会
議
案
の
審
議
は
す
べ

て
終
了
と
な
り
、
議
長
は
閉
会
を
宣

し
た
。
今
回
、
懇
親
会
は
中
止
と
な

り
、
理
事
会
終
了
後
は
即
解
散
と
な

っ
た
。

　

次
回
は
８
月
26
㈭
に
、
全
国
理
事

会
と
通
常
総
会
が
行
わ
れ
る
予
定
だ

が
開
催
場
所
は
未
定
。

以
上


